ハンドマイク街頭演説原稿例　米国のベネズエラ攻撃を非難する
二〇二六年一月九日　日本共産党埼玉県委員会・作成

　ご近所のみなさん、こんにちは。日本共産党です。今年も日本共産党へのご支援、ご協力をよろしくお願いします。本日はこの場所をお借りして、日本共産党の政策を訴えさせていただきます。しばらくの間ご協力をお願いいたします。
　一月三日、アメリカのトランプ政権が南米のベネズエラに対して大規模な軍事攻撃に踏み切り、アメリカの特殊部隊がベネズエラのマドゥロ大統領夫妻を拘束し、アメリカへ連行しました。トランプ大統領は昨年からずっと、マドゥロ氏の大統領退陣を求めて軍事的圧力を強めていましたが、ついに武力で直接マドゥロ氏を排除してしまいました。テレビなどでこのニュースを見聞きし、驚かれた方も多いと思います。
　ベネズエラの現在の政権についてはいろいろな意見があります。とはいえ、国連に加盟する主権国家であるベネズエラに対し、アメリカが一方的に軍事攻撃を行い指導者を拘束・連行するなど、明らかに国連憲章はじめ国際法に違反する侵略行為です。日本共産党は、アメリカによる国際法違反の蛮行を、強く非難します。
　みなさん、大変気になることは、トランプ政権がアメリカの国益のみを主張し、国際的なルールを守ることには何の関心も示していない点です。第二次世界大戦の後、国連憲章と国際法に基づいて、主権平等と武力不行使を大原則に築かれてきた国際秩序について、トランプ政権がもはや何の注意も払っていないことは、今回の軍事行動からも明らかです。
　また、トランプ大統領は埋蔵量世界一を誇るベネズエラの原油資源に対する野心をあけすけに語りながら、米国が同国を「安全で適切、賢明な政権移行が実現するまで、運営する」とも主張しました。自分の縄張り内の意に沿わない政権は力ずくで排除してでも、アメリカの権益拡大をためらわない。こんなトランプ政権の姿は、第二次世界大戦以前の世界に逆戻りする、新しい植民地支配の宣言だと言わざるを得ません。
　みなさん、アメリカがベネズエラに対して行ったことと、ロシアがウクライナに対して行っていることとの間に、大きな違いがあるでしょうか。同じだと言って良いと思います。国連やＥＵ・ヨーロッパ連合、中南米の国々、さらにはアメリカ国内からも国際法違反だという批判の声が出ているのは当然です。力が支配する世界への逆もどりを許さないために、国際社会は今こそ法の支配を守る立場で結束する必要があります。ところが日本政府はどうでしょうか。高市早苗総理大臣は、アメリカの明白な国際法違反に対し、懸念を示すなどの言動がありません。日米同盟にしがみつく外交方針を改め、法の支配に基づく国際秩序を守る、自立的な外交の道を歩むことこそ、今日本政府がとるべき態度だと、日本共産党は考えます。日本共産党へのご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。
　日本共産党の発行する「しんぶん赤旗」は、自民党の裏金問題を最初に取り上げました。週一回発行の「日曜版」の電子版が始まり、たいへんご好評をいただいています。この機会に「しんぶん赤旗」をぜひお読みいただきますようお願いいたしまして、この場所をお借りしての日本共産党の政策の訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。（了）
